
■ これ、知っちょった？  

第１回小林市議会高校生議会

■ 委員会審査報告 ／ 1 月臨時会の概要                 

■ 表決結果一覧 ／討論     

■ 議会改革特別委員会最終報告  

■ 一般質問  

■ 語り継ぐ小林の歴史

■ 鎌田 豊数 議員のイチオシ！！
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「はなみずき」の花言葉には「私の想いを受けとめてください」という意味があります。

また、小林市にあふれる「花・水・木」など、いろいろな思いが込められています。

令和７年５月１日発行
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新「はなみずき読者モニター」

１０名が決まりました！！
これから２年間よろしくお願いします！
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っちょっ

た
？

　

令
和
６
年
８
月
に
開
催
し
た
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
を
通
し
て
、
高
校
生
達
の
考
え
や
意
見
を
発
展
さ
せ
て
、
市
政
や
議
会
で

の
議
論
に
生
か
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
広
報
広
聴
委
員
会
で
協
議
し
、
今
回
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　

議
場
で
高
校
生
17
人
が
一
般
質
問
形
式
で
市
の
課
題
に
つ
い
て
尋
ね
た
り
、
改
善
を
要
望
し
た
り
し
、
議
員
が
答
弁
し
ま
し
た
。

高校生議会
会議録（HP) ▼

　第１回小林市議会　高校生議会

　地域の問題を自分たちの問題と捉え、高校生自ら解決
策等を検討し、議会の仕組みを学び体験してもらうこと
で、政治に対する興味・関心、参加意識の醸成を図ると
ともに高校生との交流による議員の新たな政策発見の場
とすることを目的に開催しました。

◎
各
高
校
か
ら
１
名
ず
つ
議
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

小林秀峰高等学校

月
つ き の

野 愛
あ ゆ

由 議長

小林高等学校　

松
ま つ だ

田 凜
り ん と

音 議長

小林西高等学校

中
なかはら

原 亜
あ り す

莉寿 議員

◀高校生議会
録画配信

▲高校生議会
ダイジェスト
動画

小林高等学校生と議員小林秀峰高等学校生と議員

小林西高等学校生と議員

【質問項目】
小林市立病院の問題に
ついて

小林秀峰高等学校

永
な が た

田 結
ゆ い

愛 議員

②

【質問項目】
ごみの分別の緩和

小林秀峰高等学校

黒
く ろ き

木 琉
る き

稀 議員

③

【質問項目】
小林市にイオンやラウ
ンドワンなどの楽しめ
る場所を作ってほしい

小林西高等学校

假
か り や

屋 結
ゆ い と

斗 議員

④

【質問項目】
ＪＲ通学生の定期券代
の補助について　

小林秀峰高等学校

指
いぶすき

宿 琉
り と

斗 議員

⑤

【質問項目】
空き家を勉強スペース
に活用する　

小林高等学校

鶴
つ る た

田 美
み ひ ろ

紘 議員

⑥

【質問項目】
小林市発祥の何かのお
店やスポットを建設す
ることについて

小林西高等学校

中
なかはら

原 亜
あ り す

莉寿 議員

⑦

【質問項目】
自転車の専用道をつく
ることについて　

小林秀峰高等学校

長
ながみね

嶺 陽
ひ な た

向 議員

⑧

【質問項目】
秋まつりのアンケート
について

小林高等学校

下
したむら

村 陽
は る き

紀 議員

⑨

【質問項目】
木々の伐採によって緑
が減っていることにつ
いて　

小林西高等学校

岡
おかはら

原 陽
ようせい

生 議員

⑩

【質問項目】
若者の公共交通機関利
用の援助について

小林高等学校

西
にし

 隆
りゅうご

吾 議員

⑪

【質問項目】
若者を惹きつける施設
の誘致と地域全体の活
性化に向けた取組につ
いて

小林秀峰高等学校

中
なかじま

嶋 悠
ゆ の

乃 議員

⑫

小林高等学校

松
ま つ だ

田 凜
り ん と

音 議員

【質問項目】
宮崎市や都城市などに
休日行くときにバスや
電車の本数が少ないの
で増やしてほしい

⑬

【質問項目】
小林市のふるさと納税
について

小林高等学校

吉
よしふじ

藤 勇
ゆ う ほ

帆 議員

⑯

小林秀峰高等学校

川
かわにし

西 咲
さ き

希 議員

【質問項目】
街灯を増やしてほしい

⑰

【質問項目】
スポーツ合宿受入れな
どの助成金の制度を
作ってもらいたい

小林西高等学校

川
かわばた

畑 健
た け る

瑛 議員

⑭

【質問項目】
産婦人科の病院の設置
について

小林高等学校

温
ぬくみず

水 華
か り ん

凛 議員

⑮

【質問項目】
・バスや電車の時間を増や
して欲しい
・イベントごとに積極的に
高校生が参加して
・小中高生向けのボラン
ティア活動のイベント

①

小林秀峰高等学校

月
つ き の

野 愛
あ ゆ

由 議員
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　特産品、人、文化など、様々な地域資源の

魅力を発信し、関係人口の創出を図る。

委員会
審査報告

小林市の魅力や地場産品をＰＲ

令和７年度　一般会計予算
334 億 8,000 万円

　令和７年度一般会計当初予算は、課題解決と市の更なる発展に向けた取組の実施及び未来
の小林市を創るため、未来のこばやし創生予算として、重点的・戦略的に推進する次の５つ
の施策を掲げ、３年連続で過去最高額となる予算規模となりました。

１　健幸のまちづくりの推進　　２　子育て支援・教育・福祉の推進　　３　産業・経済の活性化
４　地域活性化と生活基盤の整備　　５　持続可能な未来の創造

前年度比 24 億 3,000 万円、7.8％の増

　不登校児童・生徒及びその保護者の支援等

を行う地域と学校の連携と協働の拠点、また

教育課題解決に向けた教職員の学びの拠点と

して、ＴＥＮＡＭＵビル２階に設置する。

豊かな学び支援室の設置
（シティプロモーション推進事業費
　　　　　　　　予算額　1 億 2,444 万円）

（主な事業：子どもの悩みレスキュー事業費
　　　　　　　　　　予算額　1,103 万円）

　令和７年４月から定期接種として帯状疱疹

の予防接種を開始する。

　　周知方法は。

　　広報紙やホームページ、メー

ル配信サービス、市公式ＬＩＮＥ

などをはじめ、対象者には個別通

知を行う。

Q

A

帯状疱疹の予防接種を開始
（予防接種事業費　予算額　１億 4,017 万円）

　主に低年齢児を対象とした雨天時でも利用

できる遊び場スペースを健幸のまちづくり拠

点施設の子育て支援センターに隣接する交流

スペースに整備する。

雨天時でも利用できる
遊び場スペース

（健幸のまちづくり拠点施設開設準備事業費
　　　　　　　　　　予算額　3,108 万円）

　農業の担い手を確保し、農業後継者や新規

就農者の早期経営安定を図るため、要件を満

たす農家に対し、各種補助金を交付する。

農業の担い手確保と支援
（農業経営の世代交代対策事業費
　　　　　　　　　　予算額　2,952 万円）

　地域コミュニティの機能維持と強化に向け

た地域運営組織（ＲＭＯ）として、農業者を

母体とした組織と自治会、社会福祉協議会な

どの多様な地域関係者の参画によって、協議

会を設立する。

須木地区のコミュニティ
機能維持と強化

（農村型地域運営組織（農村 RMO）
　　　形成推進事業費　予算額　535 万円）

　物価高騰に係る給付金や医療施設及び農家

への支援に係る費用の補正、小野湖特設カ

ヌー・ローイング競技場の整備計画変更に伴

う、茅葺きの宿かるかやの解体に係る費用等

の議案が市長から提出され、全議員で現地踏

査も実施し、審議を行いました。

　また、継続審査となっていた令和５年度水

道事業会計の決算の認定については、逮捕さ

れた職員からの申立てや内部調査の結果、当

該年度分において８件の不正が確認され、不

認定となりました。

令和７年１月臨時会の概要

令和 7 年第 1 回臨時会   表決結果一覧 ( 令和 7年 1月 15日 )
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R6 補正予算
議案 1

一般会計補正予算（第１０号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ●
原案
可決

条例関係
議案 3

すきむらんどの設置及び管理に関する条例の一
部改正
すきむらんど内の茅葺きの宿かるかやについて、公
の施設としての用途を廃止し、当該施設を解体する
ための改正

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ●
原案
可決

議案番号 議案名
表決
結果

○ : 賛成　● : 反対　欠 : 欠席　除 : 法律により採決に加われない者　－ : 議長は表決には加わらないため

◆表決の分かれた議案◆

R5 決算
議案 66

水道事業会計決算の認定 不認定

R6 補正予算
議案 2

水道事業会計補正予算（第３号）
原案
可決

議案番号 議案名

◆全会一致の議案◆

表決
結果 ◎議案の内容

はこちら▶

臨時会
提出議案

1 月臨時会の
録画配信ページ

はこちら▶

◆委員からの意見◆

接種を希望される方が接種できるよう周

知徹底に努められたい。

◆委員からの意見◆

　農業後継者の減少、担い手不足による

高齢化等が深刻な状況。補助金の要件緩

和について県に要望することも視野に入

れ、利用促進を図ってほしい。

　　組織体制は。

　　現時点での構想と

しては、農用地保全部

会、地域資源部会、生

活支援部会の３部門に

Q

A

　　サポート体制は。

　　国の補助金は３年で終了となるため４年

後には自立運営できる組織にする必要があ

る。伴走支援を行い、国・県の補助事業の活

用などサポートしていく。

Q

A

　　校内教育支援センターの役割は。

　　学校には行けるが教室に入れない児童・

生徒もいることから、小林中学校内に同セン

ターを設置し、支援員が学習や生活等の支援

を行う。

Q

A

　　事業内容は。

　　ＰＲ大使などの著名な出身者と連携しポ

スターやカード、動画制作等により本市の多

様な魅力をＰＲするとともに、本市の特産品

の認知や消費拡大に注力する。

Q

A

分けた体制を検討している。若い人材の参加

を各組織に呼びかけていく。
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3 月定例会の
録画配信ページ
はこちらから▶

令和 7 年第 2 回定例会   表決結果一覧 ( 令和7年2月26日～3月24日 )
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R7 当初予算
議案 10

一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 11 国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 14 介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 15 後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○
原案
可決

条例関係
議案 21

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定
乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の設
備及び運営の基準について制定するもの

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 22

地域包括支援センターの職員等に係る基準を定
める条例の全部改正
包括的支援事業の基準を介護保険法施行規則に定め
る基準とする改正

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ○
原案
可決

陳情
R6 陳情 1

小林市議会議員定数等の見直しを求める陳情 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ － ○ ● ● ○ 採択

議員提出
議案１

市議会議員定数条例の一部改正 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ － ○ ● ● ○
原案
可決

議案番号 議案名
表決
結果

○ : 賛成　● : 反対　欠 : 欠席　除 : 法律により採決に加われない者　－ : 議長は表決には加わらないため

◆表決の分かれた議案◆

R6 補正予算
議案 4

一般会計補正予算（第 11 号）
原案
可決

議案 5 国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）
原案
可決

議案 6 介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
原案
可決

議案 7 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第５号）
原案
可決

議案 8 水道事業会計補正予算（第４号）
原案
可決

議案 9 病院事業会計補正予算（第４号）
原案
可決

R7 当初予算
議案 12

物品購入特別会計予算
原案
可決

議案 13 西諸地域介護認定審査事業特別会計予算 
原案
可決

議案 16 水道事業会計予算
原案
可決

議案 17 下水道事業会計予算
原案
可決

議案 18 農業集落排水事業会計予算
原案
可決

議案 19 病院事業会計予算
原案
可決

条例関係
議案 20

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定
刑法等の一部改正等に伴う関係条例の改正

原案
可決

議案 23

行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部改正 
国の法律の条項ずれに対応する改正

原案
可決

議案番号 議案名
表決
結果

◆全会一致の議案◆

議案 24
情報通信技術を活用した行政の推進に関する条
例の一部改正
国の法律の条項ずれに対応する改正

原案
可決

議案 25
職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員
の育児休業等に関する条例の一部改正
介護休暇等に関する規定を整備する改正

原案
可決

議案 26
一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
一般職の職員の給料表等の改定等及び管理職員特別
勤務手当を支給できるようにする改正

原案
可決

議案 27
市職員の退職手当に関する条例の一部改正
市職員に係る失業者の退職手当の支給について見直
しを行う改正

原案
可決

議案 28
市税条例の一部改正
寄附金税額控除の見直し及びマイナンバー法の条項
ずれに対応する改正

原案
可決

議案 29
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正
連携施設について見直しを行う改正

原案
可決

議案 30
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正
連携施設について見直し等を行う改正

原案
可決

議案 31

野尻湖多目的広場の設置及び管理に関する条例
の一部改正
のじりこぴあのプールの開業期間の延長及び野外ス
テージ前の広場等を駐車場として利用したときに徴
収する利用料金の上限額を定める改正

原案
可決

議案 32
市道路占用料条例の一部改正
県道の道路占用料の一部が改正されたことに伴い、
これに準じて市道の道路占用料を改定する改正

原案
可決

議案 33

市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改
正
八幡原団地及び城山団地の一部の用途廃止に伴い、
管理戸数を変更する改正

原案
可決

議案番号 議案名
表決
結果

議案 34

山村定住住宅の設置及び管理に関する条例の一
部改正
奈佐木団地の一部を入居者に譲渡したことに伴い、
管理戸数を変更する改正

原案
可決

議案 35
適応指導教室設置条例の廃止
適応指導教室を廃止することに伴うもの

原案
可決

人事案件
議案
36・37

公平委員会の委員の選任【3 月 7 日採決】
・松元　渉（まつもと　わたる）氏
・山下　康代（やました　やすよ）氏

同意

議案 38
教育委員会の委員の任命【3 月 7 日採決】
・廣崎　真美（ひろさき　まみ）氏

同意

諮問１
人権擁護委員の候補者の推薦【3 月 7 日採決】
・時任　幸信（ときとう　ゆきのぶ）氏

同意

請願
R6 請願 4

精神障がい者の医療費助成を求める請願 採択

議員提出
議案２

市議会委員会条例の一部改正
原案
可決

議案３ 市議会会議規則の一部改正
原案
可決

議案４
市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改
正

原案
可決

議案５
市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改
正

原案
可決

議案６
情報通信技術を活用した行政の推進に関する条
例の一部改正

原案
可決

議案番号 議案名

◆その他◆

報告案件
報告 1

専決処分した事件の報告
私有地において消防ホースが一般車両に接触し
て発生した物損事故について、損害賠償の額を
定めたもの

報
告
に
対
す
る
質
疑
を
も
っ
て
終
了

報告 2

専決処分した事件の報告
市有車両が一般車両に接触して発生した人身及
び物損事故について、損害賠償の額を定めたも
の

報告 3
専決処分した事件の報告
市道の管理上の瑕疵により発生した人身及び物
損事故について、損害賠償の額を定めたもの

報告 4
専決処分した事件の報告
市有車両が一般車両に接触して発生した物損事
故について、損害賠償の額を定めたもの

議案番号 議案名
表決
結果

◆全会一致の議案◆（ 前ページからの続き）

表決
結果

議案第 10 号　令和７年度一般会計予算

大迫 みどり 議員
プレミアム付商品券は、購入し恩恵を受ける方や事業所
に偏りが出る。物価高騰の長期化が市民生活に与える影
響は計り知れない。財政調整基金は目標 15 億円に対し
18 億円ある。取り崩して、暮らしを支える施策を。

反対討論

徹底討論 

能勢 誠 議員
総合戦略の「切れ目ない支援」は課題が多く、特に少子
化対策における妊娠支援の連携不足は憂慮される。縦割
りを排した横断的な取組の強化と、各事業の効果測定に
基づく継続的な改善の徹底を望み賛成。

金松 勲 議員
令和７年度一般会計予算は 334 億８千万円で、新規事
業費として須木地区農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）、
かるかや解体を含む観光施設維持管理費（臨時）などが
予算化されている。地域活性化に大きくつながる事業で
あり、早急なる予算執行に期待する。

小川 真 議員
過去最大規模だが、歳入は、財源を国庫・県支出金、市
税収納率向上、ふるさと納税で確保、歳出は、健幸のま
ちづくり、国スポ・障スポ施設整備、子育て支援・教育・
福祉の充実、産業・経済活性化事業で、市民への行政サー
ビス充実が図られる予算と判断し賛成。

賛成
討論

◎議案の内容
はこちら▶

開会日
提出議案

【委員会での主な意見】
　精神障がい、身体障がい、知的障がいのうち、精神障がいだけが重度障がい
者（児）医療費助成制度の対象となっていないため同等に扱うべきである。
　なお、今般、県の助成対象に精神障がいを加えることからも、当局において
は早急に制度拡充に努められたい。

令和６年請願第 4 号　精神障がい者の医療費助成を求める請願

【結果】
　本会議で委員長報告があり、採決の結果、全会一致で採択の上、市長に送付
すべきとなりました。



　
　

　
　

日
曜
祝
日
等
の
在
宅
当
番
の

医
療
機
関
の
診
療
体
制
に
つ
い
て

現
状
並
び
に
診
療
患
者
数
は
。

　
　

西
諸
医
師
会
に
業
務
を
委
託

し
、
１
回
当
た
り
小
林
市
・
高
原

町
で
２
カ
所
、
え
び
の
市
１
カ
所

の
計
３
カ
所
で
当
番
を
依
頼
。
一

医
療
機
関
の
平
均
患
者
数
は
23
人

だ
が
、
連
休
期
間
や
感
染
症
流
行

時
は
非
常
に
多
い
状
況
。
業
務
委

託
料
は
、
以
前
国
が
示
し
た
基
準

額
を
基
に
算
定
し
て
い
る
。

　
　

医
療
機
関
に
は
患
者
数
に
応

じ
た
金
額
を
支
払
う
の
で
は
な

く
、
条
例
等
で
金
額
も
決
ま
っ
て

い
な
い
。
１
０
０
人
受
け
入
れ
た

場
合
も
同
額
で
良
い
の
か
。
17
歳

未
満
の
救
急
搬
送
も
58
％
は
西
諸

医
療
圏
で
対
応
し
て
い
る
。
し
っ

か
り
し
た
基
準
が
必
要
で
は
。

　
　

　
　

市
は
在
宅
当
番
の
業
務
全
般

を
西
諸
医
師
会
と
委
託
契
約
し
て

お
り
、
医
療
機
関
に
ど
の
よ
う
に

支
払
う
か
は
西
諸
医
師
会
で
決
め

ら
れ
る
。

　
　

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
対

応
と
見
合
う
委
託
料
が
必
要
。

　
　

保
険
薬
局
へ
の
委
託
料
の
必

要
性
は
な
い
の
か
。
ま
た
補
助
制

度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

現
在
、
薬
局
へ
の
恒
常
的
な

補
助
金
等
の
支
援
等
は
な
い
。

　
　

医
療
機
関
だ
け
で
な
く
保
険

薬
局
へ
の
対
応
も
小
林
市
・
え
び

の
市
・
高
原
町
で
今
後
協
議
・
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

　
　

上
下
水
道
管
の
管
理
・
点
検

状
況
は
。

　
　

上
水
道
管
は
、
遠
隔
監
視
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
各
施
設
の
排

水
量
を
常
時
記
録
す
る
こ
と
で
管

理
。下
水
道
管
は
通
常
10
年
ご
と
、

腐
食
が
懸
念
さ
れ
る
環
境
に
あ
る

も
の
は
５
年
ご
と
に
、
点
検
・
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

漏
水
調
査
の
実
施
状
況
は
。

　
　

漏
水
調
査
は
、
入
札
に
よ
り

専
門
業
者
に
委
託
。
令
和
６
年
度

は
、
３
地
区
を
実
施
し
、
14
件
の

漏
水
箇
所
を
発
見
し
た
。

　
　

災
害
等
で
水
道
施
設
か
ら
の

給
水
が
滞
っ
た
と
き
の
対
応
は
。

　
　

現
在
約
４
０
０
０
袋
の
給
水

袋
を
備
蓄
。
市
内
に
は
33
の
水
源

地
が
あ
り
、
大
規
模
災
害
時
で
も

被
災
を
回
避
し
た
施
設
で
、
相
当

量
の
給
水
は
可
能
と
考
え
る
。

　
　

本
市
で
も
、
有
機
フ
ッ
化
物

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
出
の
報
道
が
あ
っ
た

が
、
現
状
認
識
と
今
後
の
水
質
検

査
は
。

　
　

基
準
内
と
は
い
え
、
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
検
出
は
好
ま
し
い
状
況
で
は
な

い
。
今
後
、
研
修
や
会
議
に
積
極

的
に
参
加
し
、
他
市
の
状
況
や
取

組
を
学
ぶ
な
ど
、
情
報
収
集
に
努

め
た
い
。
な
お
、
令
和
８
年
度
か

ら
水
質
検
査
の
基
本
項
目
に
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
も
含
ま
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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安心安全な上下水道を

日曜祝日の医療体制は

いつまでも元気な体作り

問

答 問

問答

答

在
宅
当
番
の
診
療

官民協働の災害対応訓練

問

答問答

問答

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

答 問
　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

意

※
一
般
質
問
者
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
配
信
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ(

ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
）
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問

市
民
の
声
を
市
政
へ
お
届
け

議
員
が
日
ご
ろ
の
議
員
活
動
を
通
し
て
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
改
め
た
い
こ
と
、
実
現
す
べ
き
こ
と
に

つ
い
て
質
問
・
提
案
し
、
市
長
・
部
長
等
が
答
弁
し
ま
す
。
３
月
定
例
会
で
は
12
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

創
そうせい

生こばやし
原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員

立
りっけんみんしゅとう

憲民主党
竹
たけうち

内 龍
りゅういちろう

一 郎 議員

意保
険
薬
局
の
在
宅
当
番
は

意

答 問

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ
ス
）
と
は
、

人
工
的
に
作
ら
れ
た
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
の
総
称
。
自
然
界
で
分
解

さ
れ
に
く
く
、
一
部
で
人
体
へ
の

有
害
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

◆
豆
辞
典

議
会
改
革
特
別
委
員
会
最
終
報
告

議員定数に結論　19 人から 16 人へ
次回の市議会議員選挙（令和９年４月実施）から

　令和６年５月に小林市区長会から提出された議員定数の削減と議員報酬の引

上げを求めた「小林市議会議員定数等の見直しを求める陳情」の採決が、最終

日の本会議で行われました。採決に当たり、賛成議員 3 名・反対議員３名か

ら討論がありました。

　陳情の審査に当たり、市民の意見を

参考とするため、昨年の９～ 11 月に

かけて「議員定数・報酬に関するアン

ケート」を実施しました。857 人も

の多くの市民の方にご協力いただき、

誠にありがとうございました。集計結

果の一部を掲載します。

討論内容の要旨
議員定数見直しは、市民アンケー
ト結果や人口減少の現状を踏まえ
ると妥当。多様な人材の参画を促
し議会の質を高めるため、報酬見
直しや透明性の向上が不可欠。市
民に開かれた議会を実現するた
め、格段の改革が必要。

採決の結果、賛成 12：反対６の賛成多数で採択

採決の結果、賛成 12：反対６の賛成多数で可決

小川議員

永野議員

舞田議員

大迫議員

橋本議員

能勢議員

討論内容の要旨
定数削減は議会の多様性を損ない
市民の声が届きにくくなる。行政
課題が山積する中、議員の役割が
果たせるのか。１委員会に 6 人
は必要。特別委員会で時間をかけ
練り上げた議論に議員としての矜
持をもち現状維持すべき。

各議員の
討論概要は
こちら▼

討論内容の要旨
市民アンケートを重く受け止め、
人口減少に伴う議員定数 3 名削
減に賛成。若者や女性のなり手を
増やす取組が必要。議員は学習し
政策提言を行い、市民サービス向
上を目指す。身を切る改革で市民
の信頼を得るべき。

小川議員
野田議員
原議員

有木議員

討論内容の要旨
類似市との数字の比較だけでは現
状との乖

か い り

離を感じる。議員減によ
り監視機能の低下を招き、行政の
監視・審査が適正に行われるか
危

き ぐ

惧される。追
つ い に ん

認機関との批判も
ある中で 3 人も減らせば、地域
にもっと目が行き届かなくなる。

能勢議員
竹内議員
前田議員
大迫議員

各議員の
討論概要は
こちら▼

　 陳情の採択を受けて、議員定数を 16 人とする議員提出の条例改正案が提

案されました。この採決に当たって、賛成議員 4 名・反対議員 4 名から討論

がありました。

反
対
議
員

賛
成
議
員

反
対
議
員

賛
成
議
員

令和６年
陳情第１号

議員提出
議案第１号

◎詳しくはこちらから→

　議会改革特別委員会では陳情の審査のほか、これ

まで様々な課題について調査・検討してきました。

　また、議員報酬について公正な立場で議論してい

ただくため、市長に対し「小林市特別職報酬等審議

会」の開催と、当審議会において審議されるよう依

頼しました。

　議会改革特別委員会の
最終報告書はこちら▶ 市長に「小林市特別職報酬等審議会」の

開催について依頼書を提出
（左から宮原市長・吉藤議長・竹内議会改革特別委員長・鎌田副議長）



　
　

　
　

　
　

意
欲
あ
る
担
い
手
の
育
成
や

後
継
者
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
計
画
に
基
づ
い
た
生
産

基
盤
の
整
備
や
魅
力
あ
る
産
地
づ

く
り
を
進
め
る
。
ま
た
、
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
農
畜
産
業
が
将

来
に
わ
た
り
持
続
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
施
策
を
展
開
し
支
援
に
取

り
組
む
。

　
　

昨
年
、
和
牛
繁
殖
農
家
73
戸

が
離
農
し
、
繁
殖
雌
牛
が
９
５
１

頭
減
少
し
た
。
市
と
し
て
今
後
ど

の
よ
う
な
支
援
策
や
対
応
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

繁
殖
牛
の
増
頭
か
ら
更
新
へ

と
方
針
を
転
換
し
、
農
家
の
理
解

を
得
な
が
ら
基
盤
を
構
築
し
て
い

る
。
今
後
も
貸
付
金
の
有
効
活
用

や
品
評
会
出
品
牛
の
市
内
保
留
、

市
場
関
係
者
の
誘
致
な
ど
を
進

め
、
農
家
支
援
を
継
続
す
る
。

　
　

県
道
53
号
線（
京
町
小
林
線
）

側
の
出
入
口
へ
の
信
号
機
設
置
の

考
え
は
。

　
　

小
林
警
察
署
に
よ
る
現
地
の

交
通
量
調
査
の
結
果
、
現
段
階
で

は
設
置
は
困
難
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
今
後
混
雑
す
る
場
合
も
予

想
さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
関
係

団
体
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

熊
迫
用
水
路
の
改
修
工
事
の

考
え
は
。

　
　

現
場
調
査
の
結
果
、
土
水
路

の
課
題
を
確
認
し
た
。
大
規
模
改

修
は
未
定
だ
が
、
水
利
組
合
と
協

議
し
な
が
ら
、
材
料
支
給
で
の
対

応
を
考
え
て
い
る
。

　
　

　
　

令
和
７
年
度
予
算
は
６
年

度
予
算
の
90
％
以
内
の
マ
イ
ナ
ス

シ
ー
リ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
民
生
活
は
守
れ
る
か
。

　
　

物
価
高
騰
が
長
期
化
す
る
中

で
、
人
口
減
少
対
策
、
社
会
保
障

の
維
持
充
実
、
市
有
施
設
の
老
朽

化
対
策
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
の
シ
ー
リ
ン
グ
は
、

あ
く
ま
で
も
事
業
の
見
直
し
を
行

い
予
算
要
求
時
に
改
め
て
確
認
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　

国
で
は
地
方
創
生
交
付
金
、

農
業
予
算
を
２
倍
に
す
る
と
い
う

話
が
あ
る
が
、
予
算
編
成
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

重
点
的
・
戦
略
的
に
推
進
す

る
施
策
と
し
て
、
健
幸
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
子
育
て
支
援
・
教

育
・
福
祉
の
推
進
、
産
業
・
経
済

の
活
性
化
、
地
域
活
性
化
と
生
活

基
盤
の
整
備
、
持
続
可
能
な
未
来

の
創
造
の
５
つ
の
柱
を
掲
げ
て
、

未
来
の
こ
ば
や
し
創
生
予
算
と
し

て
編
成
。こ
の
５
つ
の
柱
を
基
に
、

国
の
施
策
を
注
視
し
な
が
ら
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

健
康
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

具
体
的
な
取
組
内
容
は
。

　
　

市
民
の
歩
く
こ
と
の
習
慣
化

に
重
点
を
置
い
た
健
幸
都
市
推
進

事
業
や
令
和
８
年
度
か
ら
供
用
開

始
す
る
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点

施
設
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
、
囲
碁
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

に
自
主
的
に
取
り
組
む
友
愛
ク
ラ

ブ
へ
の
支
援
等
も
続
け
て
い
き
た

い
。

　
　

少
子
化
に
伴
い
、
学
校
の
小

規
模
化
も
進
ん
で
い
く
。さ
ら
に
、

老
朽
化
し
た
校
舎
の
整
備
も
必

要
。
学
校
の
適
正
規
模
や
適
正
配

置
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　

よ
り
良
い
教
育
環
境
の
提
供

に
つ
い
て
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
小
・
中
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
一
定
の
方
向
性
を
定
め
る

時
期
が
来
て
い
る
。
今
後
も
教
育

委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

小
林
市
立
学
校
の
在
り
方
に

関
す
る
提
言
書
の
主
な
内
容
は
。

　
　
「
小
学
校
で
は
学
級
替
え
で

き
る
程
度
の
規
模
が
望
ま
し
い

が
、
中
学
校
で
は
一
定
の
規
模
が

必
要
」「
様
々
な
通
学
手
段
を
勘

案
し
た
検
討
が
必
要
」「
地
域
の

伝
統
芸
能
や
文
化
の
継
承
を
通
じ

て
地
域
で
子
ど
も
達
を
育
て
て
い

く
環
境
を
醸
成
す
る
こ
と
が
重

要
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　

市
内
の
運
動
会
、
体
育
大
会

な
ど
の
観
客
の
制
限
は
。

　
　

制
限
は
な
い
が
、
令
和
６
年

度
、
保
護
者
と
一
緒
に
弁
当
を
食

べ
て
午
後
ま
で
実
施
し
た
学
校
は

５
校
で
、
残
り
の
16
校
は
午
前
中

の
み
の
開
催
だ
っ
た
。

　
　

様
々
な
問
題
も
あ
る
が
、
地

域
、
先
生
、
保
護
者
で
助
け
合
う

心
、
協
力
し
合
う
心
を
教
え
て
い

く
の
も
、
小
・
中
学
校
の
教
育
の

一
つ
。

　
　

県
道
１
号
線
（
小
林
え
び
の

高
原
牧
園
線
）
の
状
況
は
。

　
　

ガ
ス
等
が
発
生
し
て
い
な
け

れ
ば
土
日
は
通
行
可
能
だ
が
、
常

時
通
行
す
る
の
は
現
状
で
は
厳
し

い
。

予算編成と市民の生活

小林市立学校の在り方

子どもたちに優しいまちづくりを

学校行事の在り方は

答 問
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東
九
州
新
幹
線
整
備
に
つ
い

て
県
は
３
ル
ー
ト
案
の
調
査
結
果

を
公
表
し
た
。
新
八
代
ル
ー
ト
の

特
徴
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

特
徴
と
し
て
は
、
人
口
密
集

地
で
あ
る
福
岡
か
ら
の
時
間
短
縮

効
果
が
大
き
い
。
課
題
は
、
基
本

計
画
に
相
当
す
る
路
線
で
あ
る
こ

と
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
県
北

部
へ
の
時
間
短
縮
効
果
が
限
定
的

で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

　
　

県
は
早
期
整
備
と
気
運
醸
成

を
目
指
し
て
い
る
が
、
市
の
見
解

は
。

　
　

新
幹
線
整
備
に
よ
る
利
便
性

向
上
や
経
済
効
果
、
財
政
負
担
や

並
行
在
来
線
へ
の
影
響
な
ど
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
引
き

続
き
県
の
動
向
を
注
視
す
る
。

　
　

　
　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
市
役

所
窓
口
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
加

齢
性
難
聴
の
人
と
の
会
話
で
耳
の

聞
こ
え
に
く
さ
に
よ
る
聞
き
間
違

い
を
防
ぎ
、
小
声
で
会
話
で
き
る

た
め
、
個
人
情
報
や
相
談
内
容
を

周
囲
に
聞
か
れ
ず
に
済
む
。
本
市

で
も
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

現
在
の
窓
口
対
応
は
、
ゆ
っ

く
り
、
は
っ
き
り
し
た
口
調
で
説

明
を
し
た
り
、
ま
た
は
筆
談
ボ
ー

ド
を
活
用
す
る
こ
と
で
対
応
し
て

い
る
。
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
近
隣
自
治
体
の

活
用
状
況
等
を
勉
強
し
て
い
き
た

い
。

はなみずき№ 7211
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◀
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ラ

◀
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ラ
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く

は

コ

チ

ラ

◀

立
りっしんかい

新会
押
おうりょうじ

領司 剛
つよし

 議員

創
そうせい

生こばやし
舞
ま い た

田 重
しげはる

治 議員

公
こうめいとう

明党
鎌
か ま た

田 豊
とよかず

数 議員

創
そうせい

生こばやし
永
な が の

野 雅
ま さ み

己 議員

問

答問答

意

答 問

◆
豆
辞
典

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
と
は
、
耳
付

近
の
軟
骨
を
振
動
さ
せ
て
音
を
伝

え
る
イ
ヤ
ホ
ン
。
通
常
の
イ
ヤ
ホ

ン
と
違
い
、
耳
に
直
接
差
し
込
ま

ず
、
清
潔
に
利
用
で
き
る
。



　
　

須
木
地
区
の
小
野
湖
特
設
カ

ヌ
ー
・
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
場
を
活

用
し
た
地
域
振
興
は
。

　
　

令
和
９
年
に
開
催
さ
れ
る

第
81
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
カ

ヌ
ー
・
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
を
小
野

湖
で
開
催
す
る
た
め
、
競
技
コ
ー

ス
な
ど
の
施
設
整
備
を
行
う
。
開

催
後
は
整
備
さ
れ
た
施
設
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
カ
ヌ
ー
・

ロ
ー
イ
ン
グ
の
合
宿
誘
致
を
は
じ

め
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
、
釣
り
大
会
な
ど
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
充
実
さ
せ
、

須
木
地
区
の
地
域
振
興
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
解
体
さ
れ
る
「
か

る
か
や
」
の
代
替
宿
泊
施
設
の
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
に
わ
た

り
地
域
活
性
化
が
期
待
で
き
る
観

光
・
地
域
交
流
の
拠
点
施
設
を
兼

ね
備
え
た
施
設
と
な
る
よ
う
、
須

木
地
区
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
検

討
委
員
会
で
協
議
し
て
い
く
。

　
　

大
会
等
を
継
続
的
に
誘
致
す

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
計
画
は
。

　
　

プ
レ
大
会
、
本
大
会
の
時
に

全
国
か
ら
多
く
の
競
技
団
体
、
競

技
者
が
来
る
。
そ
の
と
き
に
、1

番
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
関
係
課
等
と
も
連
携
し

な
が
ら
集
中
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
る
。

　
　

釣
り
大
会
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
運
営
す
る
団
体
と
の
パ
イ

プ
は
あ
る
か
。

　
　

具
体
的
な
構
想
は
無
い
が
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

■
農
業
戦
略
に
つ
い
て

　
　

　
　

財
政
調
整
基
金
の
財
源
の
現

状
と
令
和
７
年
度
の
目
標
や
見
通

し
は
。

　
　

一
般
的
に
標
準
財
政
規
模
の

10
％
程
度
の
残
高
を
確
実
に
維
持

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
本
市

の
標
準
財
政
規
模
は
１
４
５
億

円
程
度
で
、
お
よ
そ
15
億
円
程
度

が
維
持
し
た
い
額
と
な
る
。
令

和
元
年
度
か
ら
10
億
円
ほ
ど
積

み
増
し
が
で
き
て
お
り
、
令
和

５
年
度
末
時
点
で
の
現
在
高
は

18
億
２
２
４
３
万
円
で
あ
る
。
財

源
は
年
度
の
決
算
見
込
み
の
状
況

に
も
よ
る
が
、
余
剰
金
が
発
生
す

る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
積
み
立

て
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
年
々

厳
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。

　
　

避
難
所
に
お
け
る
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
備

蓄
の
状
況
は
。

　
　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
１
２
７

台
で
、
簡
易
ト
イ
レ
は
本
体
を

２
４
１
台
、
消
臭
剤
を
４
７
０
０

回
分
備
蓄
。
い
ず
れ
も
今
後
増
や

し
て
い
く
方
向
で
検
討
し
て
い

る
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
で

は
、
小
林
市
に
は
約
１
０
０
０
人

が
避
難
さ
れ
る
と
県
の
計
画
で
も

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
基
に
適
正

な
数
の
備
蓄
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
小
林
小
、
小
林
中
、
東
方
中

体
育
館
に
毛
布
や
屋
内
テ
ン
ト
な

ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。

資源活用に向けた整備進捗状況

非常時のための訓練と備えを

答 問
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小野湖で地域活性化を
　
　

　
　

　
　

老
朽
化
し
た
校
舎
の
改
修

は
、
財
源
の
問
題
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

を
第
一
に
考
え
る
べ
き
と
思
う

が
。　

　
　

地
域
・
保
護
者
・
子
ど
も
た

ち
の
声
を
聴
い
て
方
向
性
を
定

め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
校
舎
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
話
で
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　

児
童
・
生
徒
の
意
見
を
ど
の

よ
う
な
形
で
つ
か
む
の
か
。

　
　

学
級
活
動
や
こ
す
も
す
科
の

授
業
に
参
加
し
て
、
日
頃
子
ど
も

た
ち
が
感
じ
て
い
る
学
校
生
活
へ

の
課
題
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
、

小
林
の
未
来
な
ど
に
つ
い
て
、
直

接
聞
き
取
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

統
廃
合
あ
り
き
で
は
な
く
、

色
ん
な
選
択
肢
を
残
し
て
考
え
て

欲
し
い
。

　
　

交
通
手
段
の
確
保
は
、
早
急

に
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

　
　

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目

指
し
、
公
共
交
通
と
福
祉
と
の
連

携
の
た
め
現
状
分
析
を
行
う
な

ど
、
移
動
施
策
の
在
り
方
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
。

　
　

課
題
を
検
討
し
、
利
用
し
や

す
い
公
共
交
通
を
考
え
て
ほ
し
い

が
、
す
ぐ
に
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
今
困
っ
て
い
る
方
た
ち
に
対

し
、
タ
ク
シ
ー
券
の
要
件
緩
和
が

で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
の
使
用
率
は
１
０
０
％

で
は
な
い
。
現
行
の
枠
組
み
の
中

で
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
を
検

討
し
た
い
。

　
　

　
　

　
　

　
　

歩
い
た
歩
数
や
健
康
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
で
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら

え
る
「
こ
ば
や
し
健
幸
ポ
イ
ン
ト

事
業
」。
市
民
の
参
加
状
況
は
。

　
　

令
和
６
年
度
の
参
加
者
は

１
７
１
４
人
。
令
和
２
年
度
の
事

業
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
参
加
し
た

ア
カ
ウ
ン
ト
数
は
３
６
０
０
を
超

え
る
。

　
　

今
後
の
展
開
は
。

　
　

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
こ
ば
や
し
健

幸
づ
く
り
推
進
企
業
認
定
制
度
や

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
事
業
、
健
幸

の
窓
口
等
を
推
進
し
、
市
民
の
健

康
意
識
を
高
め
、
働
く
世
代
や
健

康
に
関
心
の
低
か
っ
た
市
民
の
行

動
変
容
の
き
っ
か
け
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
運
動
の
習
慣
化
、
医
療
費
の

抑
制
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　
　

２
０
２
５
年
は
、
５
人
に

１
人
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
と
な
る
。
小
林
市
の
人
口
約

４
万
２
千
人
、
約
２
万
世
帯
の
う

ち
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
人

数
、世
帯
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　

令
和
７
年
２
月
25
日
現

在
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数

は
、
２
７
２
２
人
、
世
帯
数
は
約

２
５
０
０
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

■
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

に
つ
い
て

■
土
地
建
物
の
相
続
に
つ
い
て

健幸のまちこばやしへ

学校統廃合は子どもたちを主役に

こばやし健幸ポイント事業の画面

問

問

答

問 答

答

徹底討論で方向性決定

問答

問

免
許
証
返
納
で
外
出
が
困
難
に

答

問

答

問

こ
ば
や
し
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業

問答

財政調整基金の現状は

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
サ
ッ
プ
）
と
は
、
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
の
略

で
、
ハ
ワ
イ
発
祥
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
こ
と
。

◆
豆
辞
典

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

北
きたきりしませいしんかい

霧島政新会
 野

の だ

田 利
としのり

典 議員

立
りっしんかい

新会
堀
ほり

 研
け ん じ ろ う

二郎 議員

立
りっしんかい

新会
小
お が わ

川 真
まこと

 議員

日
にほんきょうさんとう

本共産党
大
おおさこ

迫 みどり 議員

団
塊
の
世
代
の
高
齢
化

避
難
所
の
備
蓄
品

意
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ご
み
分
別
緩
和
ス
テ
ッ
カ
ー

の
導
入
に
つ
い
て
、
調
査
結
果
と

今
後
の
方
針
は
。

　
　

令
和
６
年
９
月
議
会
で
「
研

究
を
行
う
が
、
可
能
性
は
未
定
」

と
答
弁
し
た
。
し
か
し
担
当
課
内

で
、
ご
み
分
別
の
周
知
・
学
習
が

重
要
と
の
意
見
が
あ
り
、「
ご
み

分
別
学
級
事
業
（
仮
称
）」
の
研

究
を
進
め
て
い
る
。

　
　

　
　

多
層
指
導
モ
デ
ル
ツ
ー
ル

（
Ｍミ

ム
Ｉ
Ｍ
）
は
学
習
の
つ
ま
ず
き

を
早
期
発
見
し
、
支
援
に
つ
な
げ

る
有
効
な
教
材
。
本
市
で
の
導
入

の
可
能
性
は
。

　
　

市
内
学
校
で
活
用
し
て
い
る

教
員
が
い
る
こ
と
も
認
識
し
て
い

る
が
、
学
習
障
害
な
ど
の
あ
る
児

童
・
生
徒
の
指
導
に
、
特
定
の
支

援
を
当
て
は
め
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
。
個
々
の
実
態
に
応
じ
た

支
援
を
創
意
工
夫
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
　

早
期
発
見
の
た
め
４
・
５
歳

児
を
対
象
に
音お
ん
い
ん韻
認
識
テ
ス
ト
を

導
入
す
る
考
え
は
。

　
　

５
歳
児
の
健
康
相
談
等
は
、

学
齢
期
に
向
け
必
要
な
、
社
会
的

な
発
達
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
把

握
・
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
お
り
、
導
入
の
予
定
は
な

い
。

　
　

特
別
教
育
支
援
ア
セ
ス
メ
ン

ト
シ
ー
ト
が
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
Ｍ
Ｉ
Ｍ
は
必
要
な
い
の
か
。

　
　

実
態
に
応
じ
て
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

　
　

　
　

食
料
品
等
を
中
心
に
価
格
が

上
昇
し
続
け
、
米
の
価
格
ま
で
高

騰
し
た
状
態
。
普
通
米
が
５
キ
ロ

で
４
０
０
０
円
程
と
、
昨
年
の
ほ

ぼ
２
倍
の
価
格
。
年
金
生
活
の
高

齢
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
市
民
の

暮
ら
し
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
か
。

　
　

米
の
価
格
は
こ
れ
ま
で
が
安

す
ぎ
た
。
米
農
家
は
採
算
が
と
れ

て
い
な
い
。
国
に
し
っ
か
り
対
策

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
は
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
に
対
す
る
給
付
金
の
ほ
か
、

市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
医
療

福
祉
施
設
に
対
す
る
支
援
金
や
各

種
農
家
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給

を
実
施
ま
た
は
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に

お
い
て
も
、
市
独
自
の
支
援
策
と

し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
や
学
校
給
食
費
補
助
に
要
す
る

経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　

　
　

令
和
５
年
度
の
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
数
及
び
い
じ
め
が
原
因

の
場
合
の
学
校
の
対
策
は
。

　
　

不
登
校
は
小
学
校
で
22
名
、

中
学
校
で
40
名
の
合
計
62
名
、
い

じ
め
の
認
知
件
数
は
小
学
校
で
67

件
、
中
学
校
で
20
件
の
合
計
87
件

だ
っ
た
。い
じ
め
の
解
消
に
向
け
、

各
学
校
に
設
置
し
て
い
る
い
じ
め

不
登
校
対
策
委
員
会
に
お
い
て
、

組
織
的
な
対
応
と
発
達
の
段
階
に

応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

安心な暮らしを早急に

読み書き支援教材の導入を

子ども達の命を守る給食センター

問

答 問

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

答 問

答

問答

問答

ごみ分別の周知と学習

物
価
高
騰
対
策

多
層
指
導
モ
デ
ル
ツ
ー
ル
導
入

○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のあることや感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。

　国道２６８号線を宮崎市から小林市方面に
向かって走ると、野尻町紙屋の「萩

はぎ

の茶
ち ゃ や

屋」
から大きなカーブの先「石瀬戸バス停」の
所の駐車場に小さなお地蔵さんが立っていま
す。昭和 16 年のバス転落事故をはじめ、自
動車の普及とともに町内の交通事故の件数も
増えたことから、交通安全・事故撲滅を祈

き ね ん

念
して建

こんりゅう

立されたものです。
　毎年、正月明けの凍

こご

えるような寒さの中、
「石瀬戸交通安全地蔵｣ の前で、交通安全
祈
き が ん さ い

願祭（主催：小林地区交通安全協会野尻支
部）が行われています。
　野尻町史を紐

ひ も と

解くと、「野尻町の交通事故
として、大きなものは昭和 16 年 11 月７日
の石瀬戸の省営バス（現ＪＲバス）転落事故
である。」と死者４人を出した大

だ い さ ん じ

惨事を当時
の日向日日新聞記事で紹介しています。
　石瀬戸交通安全地蔵は、昭和 58 年秋の交
通安全運動初日の９月 21 日に、小林交通安
全協会により交通安全祈願祭の中で建立され
ました。
　平成 17 年４月には、「交通安全憩

いこ

いの木」
（標柱）が建立されています。

～ 交 通 事 故 撲
ぼ く め つ

滅 を 願 う
石
い し ぜ と

瀬 戸 交 通 安 全 地
じ ぞ う

蔵   
         （ 野 尻 地 区 ） ～

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

北
きたきりしませいしんかい

霧島政新会
 髙

た か の

野 良
よしふみ

文 議員

新
しんせいかい

生会
能

の せ

勢 誠
まこと

 議員

不
登
校
と
い
じ
め
の
現
状
対
策

シリーズ 40

語
り
継
ぐ
小 林 の 歴 史

国道２６８号の石瀬戸バス停の駐車場の左奥

答 問



T
E

L
 0

9
8

4
－

2
3

－
2

4
7

5
　

　
F
A

X
 0

9
8

4
－

2
3

－
0

3
0

3
   　

 k
_
g
ik

a
i@

c
ity.k

o
b
a
ya

s
h

i.lg
.jp

発
行

：
小

林
市

議
会

　
　

　
　

〒
8

8
6

-
8

5
0

1
　

編
集

：
広

報
広

聴
委

員
会

　
　

宮
崎

県
小

林
市

細
野

3
0

0
番

地
№

7
2

編 集 後 記
　目まぐるしく進められるデジタル技術の活用に

やっとの思いでついてきました。モニターさんのご

意見も参考に ､ 高齢の方から若い方まで、皆さんに

読んでもらえる「はなみずき」を目指して改革して

きました。進化を感じていただけましたか？次号か

らは新メンバーに引き継ぎます。2 年間どうもあり

がとうございました。

                                        　　　　大迫　みどり

 【広報広聴委員会】

    委員長：堀 研二郎 　副委員長：能勢 誠

    委　員：小川 真　 松嶺 勇一　 永野 雅己

                 金松 勲　 鎌田 豊数 　大迫 みどり

◆次の６月定例会（予定）は

386

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和7 年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名(イニシャルまたはペンネームでも可）

ふりがな

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

（はなみずき№ 72　2025.3 月議会号）

◎定例会の「本会議」はライブ配信し
ています。インターネット検索または
ＱＲコードからアクセスしてご覧くだ
さい。

小林市議会　動画配信 検索

議会
中継

 開 会 日

一般質問

議案質疑

 閉 会 日

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。

･･･６月６日（金）

･･･６月９日（月）～ 12 日（木）

･･･６ 月 16 日（月）

･･･６月 25 日（水）

「７歳の目」で
世界を見つめ直す

　『宮崎こばやし熱中小学校』　　　　　　　　　　　　　　　　　は、今
年で開校８年目、真っ白な純粋な心で学ぶ大
人の小学校です。
　毎月第３土曜日、経営者や大学教授、芸術
家など多彩な講師の授業が開かれ、夜は須木
焼酎を片手に語らう「焼酎一貫校」を開校し
ています。200名を超える講師陣との出会い、
全国の熱中小学校との交流も深まっていま
す。中高生がボランティアとして参加し、東
大とのイベント企画立案をするなど人材育成
の場、全国から訪れた人々は小林の食と人の
優しさに感動し、その魅力を全国にＰＲして
もらう関係人口増の場ともなっています。
　皆さんも人を育てる、人が育つ、この『宮
崎こばやし熱中小学校』に入学して、楽しみ
ながら新たな小林の魅力を発見しませんか。
　

原田校長、大窪代表理事
のインタビュー動画▶

▲写真左：原田校長、右：大窪代表理事

イチオシ !!
議員の

（宮崎こばやし熱中小学校　連絡先：48-5558）


